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[注]  
（1）厚生統計協会(各年度版)『厚生統計要覧』、日本統計協会『日本長期統計』より算出。 
（2）従来の研究では、国保法制定の「上から」の政策意図として農民の医療問題対策、健民健
兵政策の側面が強調される傾向であった（佐口卓『国民健康保険－形成と展開』光生館、1995
年。池田敬正『日本社会福祉史』法律文化社、1986年。菅谷章『日本医療政策史』日本評論
社、1977年）。加えて、菅谷は賀川豊彦の国保法成立過程の発言に依拠して、国保制度実施
以後も医療利用組合の軽費診療の存在意義があったとした（菅谷『日本医療制度史』原書房、
1976年、210頁）。川上武は小作争議を背景に大衆思想対策としての国保法制定意図を強調
するが、医療利用組合については国保法制定過程の代行問題の限りで論じている（川上『現
代日本医療史』1966年、419頁）。 
小論では、「上から」というときには、政策的という意味で用いている。こうした用法をし
ているのは、これまでの社会政策研究のうち特に農村社会政策に関して、地域の動向、国民、
あるいは民衆の動向を、十分に視野にいれてこなかった点に疑問をもっているからである。
また、地域に「下りて」という表現は、国家、あるいは政府と国民、民衆との対抗関係だけ
ではなく、政策的な働きかけに対する、地域における民衆のそれに対する呼応や、民衆それ
自体の制度形成を推進する具体的な動きに注目すべきであるという問題意識の下で使用して
いる。すなわち、社会政策は、貧困や社会問題への関心の高まりだけではなく、それを望む
声や動きを、国家、支配層が取り込みながら形成されたものであると理解している。小論が
地域に下りて、その動向を把握しようとすることの意図は、経済的なこと、貧困の実態を強
調することにあるのではない。その主目的は、戦後民主化への準備の動きを確認することに
ある。また、国民健康保険制度「成立」過程とせず、「形成」過程とする理由は、上からと下
からの動きの緊張関係のなかで、社会政策が「形成」されるものであるという理解のもとで
区別しているからである。 
（3）佐口卓『国民健康保険－形成と展開』光生館、1995年（以下『国民健康保険』と略記）、
21頁。 
（4）『国民健康保険』24頁。 
（5）『国民健康保険』21頁。 
（6）島崎謙治「保険集団からみた国民健康保険制度の沿革と課題①－⑬」『国民健康保険新聞』
1994年。 
（7）国民健康保険制度は、社会政策、医療保険制度の対象を、都市労働者だけではなく、農村
の農業従事者にも拡大するものであった。社会政策のうち、とりわけ国民健康保険について
は、従来の研究でも明らかにされているように、農村、農村住民を政策対象としている。し
たがって、従来の社会政策論の主流を成してきた視座である労使対抗関係の枠組みのなかで
論じるだけでは限界がある。すなわち、農村には労働者－使用者という関係が極めて稀であ
り、むしろ農村支配体制との関連で明らかにされるべきである。社会政策「現代化」のベク
トルは、対象拡大という方向を一つの座標軸としていると考える。その意味で、日本の医療
保険制度については、国民健康保険制度の普及が社会政策を現代化の方向へ推し進める一つ
の画期となっているといえよう。 
（8）『国民健康保険』６頁。 
（9）玉井金五「1930年代における日本〈農村〉社会政策－国民健康保険と初期効果－」同『防
貧の創造－近代社会政策論研究－』啓文社、1992年所収。 
（10）玉井は、日本〈農村〉社会政策として国民健康保険、〈都市〉社会政策として大阪市社会
事業を検討した。また、日本社会政策とベヴァリッジ思想との関係についても検討した。 
（11）西村万里子「国保制度成立過程における地方の役割と社会保障の萌芽」『季刊社会保障研
究』30巻 4号、1995年。 
（12）例えば、井上隆三郎『健保の源流 筑前宗像の定礼』西日本新聞社、1979年。 
（13）例えば、鶴岡操『医療経営と其社会化』巖松堂書店、1937年。 
（14）Anna,Abitova「国民健康保険法案の構想にかんする研究－1937年秋に国保問題を採り
上げた三つの団体を中心に」『現代社会文化研究』No.23、2002年。 
